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回転するシリンダー内の超流動4Heの液面は、古典流体と同様、重力と遠心力
の釣り合いから回転放物面となることが知られている[1]。これは粘性のない超流

動であっても、回転するシリンダー内に生成された量子渦が三角格子を組み、

シリンダーの回転とともに超流動流が回転していることを示している[2]。このと

き回転放物面の深さhはシリンダーの回転速度[rps = revolutions per second]の2乗
に比例する。	 

	 我々は、静止したシリンダー内に設置した低温モーターによって、超流動4He
回転流の生成を試みた。回転流の液面を観測するために、透明シリンダーと透

明ガラスデュワーを使用した。図1にモーターで駆動された超流動4He回転流を
示す。回転流の液面	 は回転放物面となっており、剛体回転していることが分か

る。液面の形状から計算した回転流速度nlを図2に示す。測定温度範囲は	 
1.6K~2.1Kで、超流動成分密度比ρs/ρ = 0.5を境に色分けをした。回転流速度nlと

モーター回転速度nmはほぼ一致している。また、常流動回転流速度と超流動回

転流速度が一致し、モーターによって超流動回転流が駆動されることが分かっ

た。また、回転流の直上に穴径(φ10mm)の銅板を置き、穴を通して生成された
回転流を観測した。研究会ではこれらの結果を報告する。	 
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図 1 モーター駆動回転流による液面の様子 
(2.07K 3.8rps) 

図 2 モーター回転と超流動 4He回転流の関係 


